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京大･理 川 原 琢 治,藤 定 義
1.はじめに
分散性および不安定性 ･散逸性を最も簡単な形で含む非線形発展方程式
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と表すと,分散性の相対的な強弱はパラメタ-∂の大小と対応づけられる｡







































































京大･理 西 川 郁 子,蔵 本 由 紀
§問題意識 ･模型
自由度が大きい散逸力学系において,巨視的状態を記述する変数のダイナミクスを取り出す
ことを考えたい｡その-範例として,解析的な取り扱いが可能な位相模型に対して得られた結
果を報告した｡
自然振動数が分布した多数の振動子が位相で相互に結合し,その結果統計的引き込み転移を
示す次のような平均場模型 ;
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